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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者によりセンサ室の吹込口に吹き込まれた呼気を前記吹込口を通じて前記センサ室
内に導入し、前記センサ室に配置されたアルコール検出手段によって前記被験者の呼気の
アルコール濃度を求める気体成分検出装置であって、
　前記吹込口に設けられ、前記吹込口に吹き込まれた呼気を吸引して前記センサ室内に導
入する吸引手段と、
　前記吹込口に対する前記呼気の吹き込み量を検出又は推定する吹き込み量手段と、
　前記アルコール濃度の検知が初回検査であるか、初回検査における前記アルコール濃度
の検知が失敗した後の再検査であるかを判断する判断手段と、
　を備え、
　前記吸引手段による前記吹込口からの前記呼気を含む空気の導入量は、前記吹込口への
前記呼気の吹き込み量に応じて変更され、
　前記吸引手段は、前記判断手段が前記再検査であると判断した場合に、再び前記吹込口
に前記呼気を吹きかけさせるとき、前記吹込口を通じて導入する前記導入量を初回検査時
と比べて多くすることを特徴とする気体成分検出装置。
【請求項２】
　前記吹き込み量手段は、前記被験者の顔を撮像する撮像手段を有し、前記撮像手段が撮
像した前記被験者の口と前記吹込口との距離及び前記被験者の口の形状に基づいて、前記
吹込口に対する前記呼気の吹き込み量を推定することを特徴とする請求項１に記載の気体
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成分検出装置。
【請求項３】
　前記被験者は車両の運転者であり、
　前記車両内の空気を吸引した時に検出したアルコール濃度と、前記被験者による呼気の
吹きかけ時に検出したアルコール濃度と、に基づいて、前記被験者の呼気のアルコール濃
度を求めることを特徴とする請求項１又は２に記載の気体成分検出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被験者の呼気のアルコール濃度を測定する気体成分検出装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　近年では飲酒運転が社会的に非常に問題となっており、ドライバーの飲酒の有無を判定
するための装置が提案されている。このような分野の技術として、例えば、下記特許文献
１に記載の検査装置が知られている。この検査装置は、被験者が吹き込んだ呼気を導入し
、アルコール濃度センサによって被験者の呼気のアルコール濃度を検知するものである。
【特許文献１】特開２００６－２０１０９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この種の検査装置では、アルコール濃度を正確に測定するために、吹き込まれた呼気を
アルコール濃度センサに安定して導く必要がある。ところが、被験者が装置に向けて呼気
を吹き込む際には、呼気の吹き込み角度や吹き込み量が安定せず、センサへの呼気の導入
量が安定しないといったことが起こりうる。この問題に対し、特許文献１の検査装置では
、マウスピースを採用しており、被験者は検査装置のマウスピースから呼気を吹き込むの
で、吹き込まれた呼気は、比較的安定してアルコール濃度センサまで案内される。しかし
ながら、被験者が検査装置のマウスピースをくわえて呼気を吹き込む方式は、必ずしも衛
生的とは言えなかった。
【０００４】
　そこで、本発明は、被験者の呼気を安定的に導入しながらも、衛生的に検査を行うこと
ができる気体成分検出装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、被験者によりセンサ室の吹込口に吹き込まれた呼気を前記吹込口を通じて前
記センサ室内に導入し、前記センサ室に配置されたアルコール検出手段によって前記被験
者の呼気のアルコール濃度を求める気体成分検出装置であって、前記吹込口に設けられ、
前記吹込口に吹き込まれた呼気を吸引して前記センサ室内に導入する吸引手段と、前記吹
込口に対する前記呼気の吹き込み量を検出又は推定する吹き込み量手段と、前記アルコー
ル濃度の検知が初回検査であるか、初回検査における前記アルコール濃度の検知が失敗し
た後の再検査であるかを判断する判断手段と、を備え、前記吸引手段による前記吹込口か
らの前記呼気を含む空気の導入量は、前記吹込口への前記呼気の吹き込み量に応じて変更
され、前記吸引手段は、前記判断手段が前記再検査であると判断した場合に、再び前記吹
込口に前記呼気を吹きかけさせるとき、前記吹込口を通じて導入する前記導入量を初回検
査時と比べて多くすることを特徴とする。
【０００６】
　この気体成分検出装置によれば、被験者が吹込口から離れた位置から呼気を吹きかける
といったような吹込口への吹き込み量が安定しにくい場合にも、吹込口への吹き込み量に
応じて吹込口からの呼気の導入量を変化させるので、アルコール濃度検出に適切な量の呼
気成分を安定的に導入することができる。従って、被験者は、吹込口に非接触で呼気を吹
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き込むことができ、衛生的に検査を行うことができる。
【０００８】
　この場合おいて、吹込口への呼気の吹き込み量が不足してアルコール濃度検出が失敗し
た場合、再度の検査においては、呼気が吸引されて前回失敗時よりも多い量の呼気成分を
吹込口から導入することができるので、再度の失敗の可能性が低減される。
【０００９】
　また、本発明の気体成分検出装置において、吹き込み量手段は、被験者の顔を撮像する
撮像手段を有し、撮像手段が撮像した被験者の口と吹込口との距離及び被験者の口の形状
に基づいて、吹込口に対する呼気の吹き込み量を推定してもよい。
【００１０】
　この場合、吹き込み量は、推定により求められる。例えば、被験者の呼気の吹きかけ方
向と吹込口の方向とのずれから吹込口への呼気の吹き込み量を推定することができる。そ
して、吹き込み量が適当でないことが推定される場合にも、その推定に基づく吸引量で呼
気が吸引され導入されるので、吹込口からの呼気の導入量を変化させ、アルコール濃度検
出に適切な量の呼気成分を安定的に導入することができる。
【００１１】
　また、本発明の気体成分検出装置において、被験者は車両の運転者であり、車両内の空
気を吸引した時に検出したアルコール濃度と、被験者による呼気の吹きかけ時に検出した
アルコール濃度と、に基づいて、被験者の呼気のアルコール濃度を求めてもよい。
【００１２】
　この気体成分検出装置によれば、車両内の雰囲気中の第１のアルコール濃度も別途検出
するので、車両内の雰囲気に含まれるアルコールの影響を除去して、運転者の呼気のアル
コール濃度を正確に得ることができる。従って、この気体成分検出装置が車両内で用いら
れ車両の運転者の呼気の検査を行う場合に、例えば、車両の同乗者等の影響で車両内にア
ルコールが存在する場合であっても、事後的な補正により運転者の呼気に由来するアルコ
ール濃度を正確に求めることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の気体成分検出装置によれば、被験者の呼気を安定的に導入しながらも、衛生的
に検査を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明に係る気体成分検出装置の好適な実施形態としてのアルコール濃度検知装
置について、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１６】
（第１実施形態）
　図１に、本発明の第１実施形態に係るアルコール濃度検知装置１のブロック構成図を示
し、図２にその外観の斜視図を示す。アルコール濃度検知装置１は、自動車に搭載される
装置であり、運転者の呼気を導入して当該呼気のアルコール濃度を検知するために用いら
れる。以下、このように被験者の呼気のアルコール濃度の検知を行う検査を「アルコール
検査」と称する場合がある。図１に示すように、アルコール濃度検知装置１は、筐体内に
画成され被験者の呼気が導入されるセンサ室３を備えている。センサ室３内には、アルコ
ールセンサ１１、酸素センサ１３、妨害ガスセンサ１５、及び湿度センサ１７といったセ
ンサ類が設けられている。更にアルコール濃度検知装置１は、上記センサ類からの信号を
受けて情報処理を行うＥＣＵ（Electronic Control Unit）５を備えている。ＥＣＵ５は
、アルコール濃度検知装置１全体の制御を行う電子制御ユニットであり、物理的には、例
えばＣＰＵを主体として構成され、ＲＯＭ、ＲＡＭ、入力信号回路、出力信号回路、電源
回路などを備えている。
【００１７】
　センサ室３には、被験者側に開口された吹込口７が設けられている。被験者が、吹込口
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７に口を接触させずに吹込口７に向けて呼気を吹きかけることで、センサ室３内に被験者
の呼気が導入される。吹込口７の奥側には、被験者からの呼気をセンサ室３側に吸引する
吸引ファン９が取り付けられている。この吸引ファン９は、センサ室３外の気体を吸引し
吹込口７を通じてセンサ室３内に導入させるものであり、この吸引ファン９の回転を調整
することで、センサ室３に導入される呼気の導入流量を調整することができる。また、吸
引ファン９の回転によって、送り込まれた呼気をセンサ室３内で攪拌することができる。
吸引ファン９は、ファン制御回路９ａを介してＥＣＵ５に接続されており、ＥＣＵ５はフ
ァン制御回路９ａに制御信号を送信することによって吸引ファン９の回転数を制御する。
例えば、吸引ファン９の回転数を大きくすることで、呼気の吸引力及び吸引流量を増加さ
せ、呼気の導入流量を増加させることができ、また、吸引ファン９の回転数を小さくする
ことで、呼気の吸引力及び吸引流量を低下させ、呼気の導入流量を低下させることができ
る。なお、センサ室３において吹込口７の反対側は開放されている。
【００１８】
　アルコールセンサ１１は、センサ室３内に導入された呼気のアルコール濃度を検知し、
濃度情報を電気信号としてＥＣＵ５に送出する。このようなアルコールセンサ１１として
は、例えば、半導体式アルコールセンサが用いられる。半導体式アルコールセンサは、半
導体の中にもともと流れている電子の量が、呼気中のアルコールにより吸収され、変化す
る特性を利用する。この原理の半導体式アルコールセンサでは、半導体内の電子の量が変
化することにより、センサ内の電気抵抗も変化するため、その電気抵抗の強さから被測定
者の呼気中アルコール濃度を推定することができる。また、他のタイプのアルコールセン
サ１１として、燃料電池を用いたもの、赤外線を用いたものを適用することもできる。
【００１９】
　酸素センサ１３はセンサ室３内の呼気の酸素濃度を検知し、湿度センサ１７はセンサ室
３内の呼気の湿度を検知する。ＥＣＵ５では、呼気が導入されたときの酸素濃度の変化、
及び湿度の変化から、呼気の導入流量が求められる。また、妨害ガスセンサ１５は、被験
者の口臭にふくまれるガス成分を検出する。このようなガス成分を妨害ガスセンサ１５で
検出することで、ＥＣＵ５では、被験者の呼気中に含まれるアルコールのうち、飲酒に起
因するアルコール成分以外のアルコール濃度を判別し、飲酒に起因するアルコール成分以
外のアルコールの影響を事後的に除去することができる。
【００２０】
　また、アルコール濃度検知装置１は、更に、吹込口７の近傍に設けられた吹き込み量セ
ンサ２１を備えている。吹き込み量センサ２１は、被験者が吹込口７に向けて吹きかけた
呼気のうち実際に吹込口７に吹き込まれた呼気の量（以下、単に「吹き込み量」という場
合がある）を検知し、電気信号としてＥＣＵ５に送信する機能を有している。なお、吹き
込み量センサ２１は、吹込口７における呼気の吹き込み流量を検知することもできる。吹
き込み量センサ２１としては、例えば、呼気の吹きかけによる温度上昇によって吹き込み
量を検知可能とする温度センサ、呼気の吹きかけによる圧力上昇によって吹き込み量を検
知可能とする圧力センサ、又は、呼気の流量を検出して吹き込み量を検知可能とする流量
センサ等を採用することができる。
【００２１】
　このアルコール濃度検知装置１において、呼気のアルコール濃度を正しく検知するため
には、呼気成分を十分にセンサ室３に導入することが必要である。ところが、このアルコ
ール濃度検知装置１では、被験者がマウスピースをくわえることなく吹込口７に非接触で
離れた位置から呼気を吹き込むので、吹込口７への呼気の吹き込み量が比較的安定しにく
い。例えば、被験者が吹きかけた呼気が吹込口７からずれた方向に飛ぶ場合には、被験者
が吹きかけた呼気のうちの一部の量しか吹込口７に吹き込まれず、吹き込み量が不足する
ことになる。吹き込み量が不足すると、アルコールセンサ１１によるアルコール検出が不
可能になり、アルコール検査が失敗してしまう。このような問題に鑑み、アルコール濃度
検知装置１は、吹込口７への呼気の吹き込み量に応じて、呼気のセンサ室３への導入量を
可変とすべく、吸引ファン９の回転数を可変としている。以下、アルコール検査における
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アルコール濃度検知装置１の具体的な処理について、図３を参照しながら説明する。
【００２２】
　まず、検査が開始されると、ＥＣＵ５は、予め定められたデフォルトの回転数で回転す
るように吸引ファン９を制御する（Ｓ１０１）。その後、例えばランプ点灯等の手段によ
って被験者に呼気の吹きかけを促す表示を行うことで、被験者の呼気が吹込口７に向けて
吹きかけられる（Ｓ１０３）。このとき、ＥＣＵ５は、吹き込み量センサ２１からの信号
によって吹込口７への呼気の吹き込み量を認識する（Ｓ１０５）。そして、ＥＣＵ５は、
認識された吹き込み量に基づいて決定される回転数で、吸引ファン９の回転を制御する（
Ｓ１０７）。具体的には、吹込口７への呼気の吹き込み量が大きいほど吸引ファン９の回
転数が小さく、吹込口７への呼気の吹き込み量が小さいほど吸引ファン９の回転数が大き
くなるように制御される。そして、ＥＣＵ５は、アルコールセンサ１１からの信号に基づ
いて、被験者の呼気のアルコール濃度を検知する（Ｓ１０９）。
【００２３】
　次に、このようなアルコール濃度検知装置１による作用効果について説明する。この装
置１によるアルコール検査において、吹込口７への呼気の吹き込み量が小さい場合、吸引
ファン９はより高速で回転することになる。すると、吹込口７の外側の呼気を吸引する吸
引力が強いので、センサ室３にはより多くの呼気成分が導入されることになる。従って、
吹き込み量が小さい場合にもアルコール検出に必要な量の呼気成分がセンサ室３に導入さ
れやすい。従って、このアルコール濃度検知装置１によれば、アルコール検査の失敗の可
能性が低減される。このように、検査の失敗の可能性が低減されていることから、呼気の
吹き込み量の不安定さはある程度許容される。従って、吹込口７にはマウスピース等を採
用する必要がなく、被験者は、吹込口７から離れた位置から非接触で呼気を吹きかけても
よい。従って、このアルコール濃度検知装置１によれば、衛生的な検査が可能になる。ま
た、マウスピースを採用しないことから、マウスピースの清掃などの手間も省略すること
ができる。
【００２４】
（第２実施形態）
　本発明の第２実施形態に係るアルコール濃度検知装置２０１は、図１及び図２に示すよ
うに、前述のアルコール濃度検知装置１と同じハードウエア構成を有しているので、重複
する説明を省略する。
【００２５】
　アルコール濃度検知装置２０１において、アルコールセンサ１１がアルコールを検出す
るためには、アルコールセンサ１１の検出タイミングにおいてセンサ室３への呼気の導入
流量が適正である必要がある。このため、被験者による呼気の吹込口７への吹き込み流量
が適正流量αから多少ずれた場合にも、図４（ａ）のグラフＨａ及び図４（ｂ）のグラフ
Ｈｂに示すように、吸引ファン９の吸引力又は抵抗力によって、センサ室３への導入流量
が適正流量αに調整されるようになっている。そして、このような導入流量の調整により
、アルコールセンサ１１の検出タイミングＹ内で適正流量αが維持されている時間（図中
のＴａ，Ｔｂ：以下、「センサ検出時間」という）がある程度長く確保される。ところが
、図４（ａ）のグラフＪａで示すように被験者による呼気の吹き込み流量が過剰に大きす
ぎたり、図４（ｂ）のグラフＪｂで示すように被験者による呼気の吹き込み流量が過剰に
小さすぎたりすると、吸引ファン９による適正流量αへの調整に時間がかかり、センサ検
出時間Ｔａ１，Ｔｂ１は短くなってしまう。すると、アルコールセンサ１１で十分なアル
コールの検出ができず、アルコール検査が失敗してしまう。
【００２６】
　そこで、このような問題に対応すべく、アルコール濃度検知装置２０１は、アルコール
検査において、アルコール濃度検知装置１とは異なる処理を行う。以下、アルコール検査
におけるアルコール濃度検知装置２０１の具体的な処理について、図５を参照しながら説
明する。
【００２７】
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　アルコール検査が開始されると、まず、これから行われる検査が初回検査であるか否か
が判断される（Ｓ２０１）。ここでは、「再検査フラグ」が参照され、「再検査フラグ」
が“０”を示す場合には、初回検査であると判断され、「再検査フラグ」が“１”を示す
場合には、初回検査ではないと判断される。ここで、「初回検査である場合」とは、アル
コール検査が初めて行われる場合を意味し、「初回検査でない場合」とは、前回の検査が
失敗したことによる再検査であることを意味する。この「再検査フラグ」に“１”又は“
０”をセットする処理については、後述する。
【００２８】
　このＳ２０１で、初回検査であると判断された場合には、ＥＣＵ５は、予め定められた
デフォルトの回転数で回転するように吸引ファン９を制御する（Ｓ２０３）。一方、Ｓ２
０１において初回検査ではないと判断された場合、デフォルトとは別の回転数で回転する
ように吸引ファン９を制御する（Ｓ２０５）。なお、このＳ２０５の回転数制御の詳細に
ついては後述する。
【００２９】
　その後、例えばランプ点灯等の手段によって被験者に呼気の吹きかけを促す表示を行う
ことで、被験者の呼気が吹込口７に向けて吹きかけられる（Ｓ２０７）。　そして、吹込
口７に吹き込まれた呼気が、吹込口７を通過し吸引ファン９によってセンサ室３に送り込
まれる。そして、センサ室３内の呼気は、吸引ファン９に攪拌されながら、センサ室３内
のセンサ類に接触する。このとき、ＥＣＵ５は、酸素センサ１３及び湿度センサ１７から
の信号に基づいてセンサ室３内の呼気の導入流量と、呼気の流量の立ち上がり時間とを検
知し、ＥＣＵ５の情報記憶部に記録する（Ｓ２０９）。その後、アルコールセンサ１１に
よる十分なアルコールの検出が可能であったか不可能であったかが判断される（Ｓ２１１
）。
【００３０】
　このＳ２１１において“検出可能”と判断された場合、ＥＣＵ５は、「再検査フラグ」
に“０”をセットし（Ｓ２１３）、アルコールセンサ１１からの信号に基づいて、被験者
の呼気のアルコール濃度を検知する（Ｓ２１５）。また、Ｓ２１１において“検出不可能
”と判断された場合、アルコール検査は失敗であるので、ＥＣＵ５は、「再検査フラグ」
に“１”をセットし（Ｓ２１７）、再検査要求処理を行う（Ｓ２１９）。この再検査要求
処理では、例えば、ランプ点灯等の手段によって被験者に呼気の再度の吹きかけを促す表
示が行われる。その後、ＥＣＵ５の処理は、Ｓ２０１に戻って同様に繰り返される。
【００３１】
　続いて、Ｓ２０１において初回検査ではないと判断された場合の処理（Ｓ２０５）につ
いて説明する。この処理Ｓ２０５が実行される場合とは、前回のアルコール検査が失敗し
、今回の検査が再検査であることを意味する。この場合、前回の検査の処理Ｓ２０９で記
録された呼気の導入流量に基づいて回転数が決定され、その回転数になるように吸引ファ
ン９の回転が制御される（Ｓ２０５）。そしてその後、被験者に呼気の吹きかけを促す表
示が行われる（Ｓ２０７）。
【００３２】
　具体的には、Ｓ２０５では、前回の検査で記録された導入流量が所定の適正範囲よりも
大きかった場合には吸引ファン９の回転数を前回の回転数よりも小さくし、前回の検査で
記録された導入流量が所定の適正範囲よりも小さかった場合には吸引ファン９の回転数を
前回の回転数よりも大きくするような制御が行われる。ここで、前回記録された導入流量
が所定の適正範囲よりも小さかった場合とは、前回の検査が、過剰に小さすぎる導入流量
により失敗した場合に対応し、前回記録された導入流量が所定の適正範囲よりも大きかっ
た場合とは、前回の検査が、過剰に大きすぎる導入流量により失敗した場合に対応する。
また、Ｓ２０５では、前回記録された導入流量が大きいほど吸引ファン９の回転数を小さ
くし、前回記録された導入流量が小さいほど吸引ファン９の回転数を大きくするような制
御が更に行われてもよい。
【００３３】
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　次に、このようなアルコール濃度検知装置２０１による作用効果について、図６（ａ）
，（ｂ）を参照し説明する。前回の検査において、呼気の吹き込み流量が過剰に小さすぎ
て検査が失敗した場合を考える。このような検査失敗時の導入流量の時間変化は、図６（
ｂ）のグラフＪｂに対応する。この場合、今回の再検査においても同じ被験者が呼気の吹
きかけを行うことから、前回の検査と同じように小さい吹き込み流量になる可能性が高い
と考えられる。これに対応し、今回の検査における吸引ファン９は、Ｓ２０５の処理によ
って前回検査時の回転数よりも高速で回転することになる。すると、再び吹込口７への吹
き込み流量が小さい場合であっても、吸引ファン９の吸引力が前回検査時よりも増加され
ていることから、図６（ｂ）のグラフＫｂで示されるように、センサ室３への呼気の導入
流量が素早く調整され、素早く適正流量αに近づくことになる。従って、センサ検出時間
Ｔｂ２が長くなり、検査失敗の可能性が低減される。
【００３４】
　同様に、前回の検査において、図６（ａ）のグラフＪａに示すように、呼気の吹き込み
流量が過剰に大きすぎて検査が失敗した場合にあっても、今回の検査では、吸引ファン９
の抵抗力が前回検査時よりも増加されており、その結果、図６（ａ）のグラフＫａに示す
ように、センサ検出時間Ｔａが長くなり、検査失敗の可能性が低減される。従って、一旦
検査が失敗した後に再度検査を行う場合において、再び検査を失敗する可能性が低減する
。
【００３５】
　このように、アルコール濃度検知装置２０１によれば、再検査時には、前回の検査時に
おける導入流量に応じて吸引ファン９の回転数（すなわち吸引ファン９による吸引力）が
調整されるので、再検査においては、導入流量がより素早く調整され、センサ検出時間を
前回よりも長くすることができる。従って、再検査時においては、検査の失敗を再び繰り
返す可能性を低減することができる。このように、少なくとも再検査時においては呼気の
吹き込み量の不安定に起因する検査失敗の可能性が低減されていることから、呼気の吹き
込み量の不安定さはある程度許容される。従って、吹込口７にはマウスピース等を採用す
る必要がなく、被験者は、吹込口７から離れた位置から非接触で呼気を吹きかけてもよい
。その結果、このアルコール濃度検知装置２０１によれば、衛生的な検査が可能になる。
また、マウスピースを採用しないことから、マウスピースの清掃などの手間も省略するこ
とができる。
【００３６】
　なお、初回検査における処理Ｓ２０７では、被験者による呼気が吹きかけられた時に、
吹き込み量センサ２１で検知される吹込口７への吹き込み量に基づいて、吸引ファン９の
回転数が制御されることとしてもよい。
【００３７】
（第３実施形態）
　図７に、本発明の第３実施形態に係るアルコール濃度検知装置３０１のブロック構成図
を示し、図８にその外観の斜視図を示す。アルコール濃度検知装置３０１は、前述のアル
コール濃度検知装置１（図１，図２参照）における吹き込み量センサ２１に代えて、吹込
口７の近傍に設けられたカメラ２３を備えている。アルコール濃度検知装置３０１は、呼
気を吹きかける際の被験者の顔をカメラ２３で撮像し、その顔画像データを利用して吹込
口７への呼気の吹き込み量を推定により求め、推定により求められた吹き込み量に基づい
て、吸引ファン９の回転数を制御する。
【００３８】
　具体的には、カメラ２３は、吹込口７に呼気を吹きかける被験者の顔の画像を撮像し、
その顔画像データを電気信号に変換して画像処理ＥＣＵ２５に送信する。画像処理ＥＣＵ
２５は、所定のアルゴリズムに従って上記顔画像の画像処理を行い、吹込口７に対する被
験者の口の位置、被験者の口の形状等を推定し、電気信号としてＥＣＵ５に送信する。
【００３９】
　ＥＣＵ５は、画像処理ＥＣＵ２５から受けた被験者の口の位置、及び被験者の口の形状
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等の情報に基づいて、被験者による吹込口７への呼気の吹き込み量を推定する。例えば、
画像処理ＥＣＵ２５では、画面内の被験者の顔の大きさや顔の特徴点の大きさから、被験
者の口の吹込口７との距離（画面の奥行き方向の位置）が推定可能であり、被験者の口の
画面内の位置からは、吹込口７に対する被験者の口の位置（画面に平行な面内の位置）が
推定可能である。そして、ＥＣＵ５では、被験者の口の位置が吹込口７に近いほど吹き込
み量が大きいと推定され、また、被験者の口の位置が吹込口７の正面の位置に近いほど吹
き込み量が大きいと推定される。更には、ＥＣＵ５は、被験者の口の位置及び口の形状に
基づいて呼気の吹きかけ時における被験者の口の向きを認識し、被験者の口が吹込口７に
対して正面に近い方向を向いているほど、吹き込み量を大きく推定する。
【００４０】
　また、被験者の呼気の吹きかけ方によっても、吹込口７への呼気の吹き込み量が変動し
得る。例えば、本発明者らの種々の実験によれば、被験者が口を尖らせて呼気を「ふうー
っ」と吹き込んだ場合には、被験者が意図しない方向に呼気が飛んでいき、吹込口７への
吹き込み量が小さくなることが多く、被験者が口を開いて「はぁーっ」と呼気を吹き込ん
だ場合には、吹込口７に正確に呼気が飛んでいき、吹込口７への吹き込み量が多くなるこ
とが多い。この知見に基づき、ＥＣＵ５は、呼気の吹きかけ時の被験者の口の開口形状に
基づいて、被験者が口を尖らせているか開いているかを判断し、被験者が口を尖らせてい
る場合には吹き込み量を小さく推定し、口を開いている場合には吹き込み量を大きく推定
する。
【００４１】
　次に、アルコール検査におけるアルコール濃度検知装置３０１の具体的な処理について
、図９を参照しながら説明する。まず、ランプ点灯等の手段によって被験者に呼気の吹き
かけを促す表示が行われることで、被験者の呼気が吹込口７に向けて吹きかけられる（Ｓ
３０１）。このとき、呼気の吹きかけ時の被験者の顔画像がカメラ２３により撮像される
（Ｓ３０３）。そして、画像処理ＥＣＵ２５により顔画像の画像処理が行われ、被験者の
口の位置、口の開口形状等が検知される（Ｓ３０５）。ＥＣＵ５は、画像処理ＥＣＵ２５
からの情報に基づく推定により、吹込口７への呼気の吹き込み量を求める（Ｓ３０７）。
そしてＥＣＵ５は、推定により求められた吹き込み量に基づいて吸引ファン９の回転数を
決定し、吸引ファン９の回転を制御する（Ｓ３０９）。具体的には、推定された吹込口７
への呼気の吹き込み量が大きいほど吸引ファン９の回転数が小さく、推定された吹込口７
への呼気の吹き込み量が小さいほど吸引ファン９の回転数が大きくなるように制御される
。そして、ＥＣＵ５は、アルコールセンサ１１からの信号に基づいて、被験者の呼気のア
ルコール濃度を検知する（Ｓ３１１）。
【００４２】
　なお、このアルコール濃度検知装置３０１において、アルコール濃度検知装置１，２０
１と同一又は同等の構成については、図面に同一の符号を付して重複する説明を省略する
。
【００４３】
　このようなアルコール濃度検知装置３０１によっても、前述のアルコール濃度検知装置
１と同様の作用効果が得られ、衛生的な検査が可能になる。
【００４４】
　なお、この実施形態では、吹込口７近傍のカメラ２３による顔画像データに基づいて吹
き込み量の推定を行っているが、吹き込み量を推定するためには他の情報を用いてもよい
。例えば、吹込口７近傍にマイクを取り付け、被験者の呼気吹きかけ時の発声音を取得し
てもよい。この場合、ＥＣＵ５は、例えば、被験者の発生音が「はぁーっ」であるか「ふ
ぅーっ」であるかによって呼気の吹きかけ方を推定できるので、当該発声音に基づいて吹
き込み量を推定することができる。また、例えば、吹込口７近傍又は内側に圧力センサを
設け、呼気の吹きかけによる圧力上昇情報に基づいて吹き込み量を推定してもよい。また
、例えば、吹込口７近傍又は内側に温度センサを設け、呼気の吹きかけによる温度上昇情
報に基づいて吹き込み量を推定してもよい。また、これらのカメラ２３、マイク、圧力セ
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ンサ、及び温度センサで得られた各情報を適宜組み合わせることにより吹き込み量を推定
してもよい。
【００４５】
（第４実施形態）
　本発明の第４実施形態に係るアルコール濃度検知装置４０１は、図１及び図２に示すよ
うに、前述のアルコール濃度検知装置１と同じハードウエア構成を有しているので、重複
する説明を省略する。
【００４６】
　アルコール濃度検知装置４０１は、自動車の車内に設けられ、当該自動車の運転者の呼
気のアルコール濃度を検知するものである。ここで検知されたアルコール濃度の情報は、
他のシステムにおいて、例えば、当該運転者による飲酒の有無を判定し運転可能であるか
否かを判定するために利用される。自動車内でアルコール濃度検知装置が用いられる場合
、運転者の呼気に由来するアルコールとは別のアルコールが吹込口７付近に存在すること
もあり、運転者のアルコール検査の妨げになる場合がある。例えば、自動車の同乗者が泥
酔している場合、この同乗者の呼気によるアルコールが車内に存在する。そして、この同
乗者由来のアルコールの影響により、運転者が飲酒状態であると誤判定される場合もある
。従って、運転者の呼気に由来するアルコール以外の車内のアルコールの影響を除去して
、運転者の呼気のアルコール濃度を正確に測定する必要がある。
【００４７】
　そこで、このような課題に対応すべく、アルコール濃度検知装置４０１は、アルコール
検査において、アルコール濃度検知装置１とは異なる処理を行う。以下、アルコール検査
におけるアルコール濃度検知装置４０１の具体的な処理について、図１０を参照しながら
説明する。
【００４８】
　まず、アルコール濃度検知装置４０１のスイッチが投入されると（Ｓ４０１）、ＥＣＵ
５は、吸引ファン９を回転させることで吹込口７の周辺における車内の空気（車内の雰囲
気）を吸引しセンサ室３に導入する（Ｓ４０３）。この状態で、ＥＣＵ５は、アルコール
センサ１１からの信号に基づいて、吸引された車内の空気のアルコール濃度を検知する（
Ｓ４０５）。そして、ＥＣＵ５は検知されたアルコール濃度に基づいて、吸引ファン９の
回転数を制御する（Ｓ４０７）。具体的には、検出されたアルコール濃度が大きいほど吸
引ファン９の回転数が大きく、検出されたアルコール濃度が小さいほど吸引ファン９の回
転数が小さくなるように制御される。
【００４９】
　そして、アルコールセンサ１１で検出されるアルコール濃度が規定の濃度以下になるか
（Ｓ４０９）、又は、規定の濃度以下に達しないまま所定のタイムアウト時間が経過する
（Ｓ４１１）まで、処理Ｓ４０５，Ｓ４０７を繰り返しながら吸引ファン９による車内空
気の吸引が継続される。このとき吸引された車内空気は、センサ室３を通過して、例えば
車外に継続的に排出される。
【００５０】
　このように車内空気を吸引している間に、アルコールセンサ１１で検出されるアルコー
ル濃度が規定濃度以下になった場合（Ｓ４０９でＹｅｓ）の処理について説明する。この
場合、例えばランプ点灯等の手段によって運転者に呼気の吹きかけを促す表示が行われ、
運転者の呼気が吹込口７に向けて吹きかけられる（Ｓ４１３）。なお、ここでは、吹き込
み量センサ２１で検知される吹き込み量に基づいて、吸引ファン９の回転数を制御しても
よい。そして、ＥＣＵ５は、アルコールセンサ１１からの信号に基づいて、運転者の呼気
のアルコール濃度を検知する（Ｓ４１５）。
【００５１】
　このような処理によれば、運転者の呼気に由来しないアルコールが吹込口７付近に存在
していた場合にも、このようなアルコールが吸引ファン９によってセンサ室３に吸引され
例えば車外に排出されるので、吹込口７付近に存在していたアルコールを除去することが
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できる。そして、アルコールの除去が確認された後（Ｓ４０９でＹｅｓ）に、運転者が呼
気を吹込口７に吹きかけるので、運転者の口と吹込口７との間の空間にもともと存在して
いたアルコールの影響が除去され、正確な運転者の呼気のアルコールの濃度を検知するこ
とができる。
【００５２】
　続いて、吸引ファン９による車内空気の吸引が行われたにも関わらず、規定のアルコー
ル濃度以下に達しないまま所定のタイムアウト時間が経過した（Ｓ４１１でＹｅｓ）とき
の処理について説明する。
【００５３】
　この場合、ＥＣＵ５は、アルコールセンサ１１からの信号に基づいて認識される現在の
アルコール濃度を、車内空気のアルコール濃度を示す第１濃度（Ｂ）としてＥＣＵ５の情
報記憶部に記録し、吹き込み量センサ２１により検知された現在の車内空気の吸引による
空気の流量を、第１流量（ａ１）としてＥＣＵ５の情報記憶部に記録する（Ｓ４２１）。
【００５４】
　次に、ＥＣＵ５が、例えばランプ点灯等の手段によって運転者に呼気の吹きかけを促す
表示を行うと、運転者の呼気が吹込口７に向けて吹きかけられる（Ｓ４２３）。この場合
、吹込口７付近にはアルコールを含んだ車内空気が存在しており、この車内空気が呼気に
巻き込まれて吹込口７に吹き込まれ、その結果、センサ室３にはアルコールを含んだ車内
空気と運転者の呼気とが混合された混合気体が吹込口７を通じて導入されることになる。
そして、ＥＣＵ５は、アルコールセンサ１１からの信号に基づいて、上記混合気体のアル
コール濃度を検知する（Ｓ４２５）。そして、この混合気体のアルコール濃度を第２濃度
（Ｃ）として記憶部に記録し、このとき吹き込み量センサ２１により検出された混合気体
の吹き込み流量を、第２流量（ａ２）として情報記憶部に記録する（Ｓ４２７）。
【００５５】
　ここで、運転者の呼気のアルコール濃度は、車内の空気を吸引した時に検出したアルコ
ール濃度（第１濃度Ｂ）と、運転者による呼気の吹きかけ時に検出した混合気体のアルコ
ール濃度（第２濃度Ｃ）と、車内の空気を導入した時の吹込口７における空気の流量と、
前記運転者の呼気の吹きかけ時の吹込口７における混合気体の流量と、の比（ａ１／ａ２
）により算出することができる。すなわち、混合気体のアルコール濃度（第２濃度Ｃ）か
ら、車内に存在するアルコールの影響を除去して、運転者の呼気のアルコール濃度Ｄを求
めるためには、
Ｄ＝Ｃ－Ｂ×（ａ１／ａ２）　…　式（１）
といった計算式を用いればよい。そこで、ＥＣＵ５は、情報記憶部に記憶されたａ１，ａ
２，Ｂ，Ｃの値を読み出し、これらの値に基づいて上式（１）により、運転者の呼気のア
ルコール濃度Ｄを算出する（Ｓ４２９）。
【００５６】
　このような処理によれば、運転者の飲酒とは無関係のアルコールが車内に存在している
場合（例えば、車内に泥酔した同乗者がいる場合等）にも、そのような運転者の飲酒とは
無関係のアルコールの影響を事後的な補正により除去して、運転者の呼気のアルコール濃
度を求めることができる。従って、車内の環境に関わらず、アルコール濃度検知装置４０
１による検知結果によって、運転者の飲酒状態をより正確に判定することができる。
【００５７】
　また、アルコール濃度検知装置４０１によれば、車内にもともと存在するアルコールの
影響を事後的な演算により除去することができるので、車内にもともと存在するアルコー
ルが、アルコール検査の際に装置４０１に多少入ってしまうことは許容される。従って、
吹込口７にはマウスピース等を採用する必要がなく、被験者は、吹込口７から離れた位置
から非接触で呼気を吹きかけてもよい。その結果、このアルコール濃度検知装置４０１に
よれば、衛生的な検査が可能になる。また、マウスピースを採用しないことから、マウス
ピースの清掃などの手間も省略することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００５８】
【図１】本発明の第１、第２及び第４実施形態に係るアルコール濃度検知装置の実施形態
を示すブロック構成図である。
【図２】図１のアルコール濃度検知装置の外観を示す斜視図である。
【図３】（ａ），（ｂ）は、呼気吹き込み直後における呼気の導入流量の時間変化を示す
グラフである。
【図４】第１実施形態のアルコール濃度検知装置による処理を示すフローチャートである
。
【図５】（ａ），（ｂ）は、呼気吹き込み直後における呼気の導入流量の時間変化を示す
グラフである。
【図６】第２実施形態のアルコール濃度検知装置による処理を示すフローチャートである
。
【図７】本発明の第３実施形態に係るアルコール濃度検知装置の実施形態を示すブロック
構成図である。
【図８】図７のアルコール濃度検知装置の外観を示す斜視図である。
【図９】第３実施形態のアルコール濃度検知装置による処理を示すフローチャートである
。
【図１０】第４実施形態のアルコール濃度検知装置による処理を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
【００５９】
１，２０１，３０１，４０１…アルコール濃度検知装置（気体成分検出装置）、３…セン
サ室、５…ＥＣＵ、７…吹込口、９…吸引ファン、２１…吹き込み量センサ、２３…カメ
ラ。
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